
残業 時間分 布 　　人数    割合
な し 152 7.1%
２０時間未 満 572 26.6%
２０～４０時間未 満 943 43.8%
４０～６０時間未 満 400 18.6%
６０～８０時間未 満 63 2.9%
８０時間以 上 22 1.0%
　　人数合 計 2152
        2015年 １０月 沖労組 アンケ ート

２ ０ １ ６ 年 １ １ 月 第 ３ ４ ０ 号

Ｔ
Ｖ
で
地
震
速
報
の

テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
、

「
最
近
地
震
が
多
く
な

い
」
妻
が
言
っ
た
。
４
月
14
日
に

熊
本
地
震
、
10
月
21
日
に
は
鳥
取

地
震
、
10
月
８
日
に
は
38
年
ぶ
り

に
阿
蘇
山
が
爆
発
的
噴
火
を
起
こ

し
た
。
鳥
取
県
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海

プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
圧
力
の
影

響
を
受
け
や
す
い
場
所
と
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
鳥
取
地
震
で
「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
前
触
れ
で
は
」

と
騒
が
れ
、
１
９
４
３
年
に
鳥
取

地
震
が
発
生
し
た
１
年
後
に
東
南

海
地
震
・
３
年
後
に
南
海
地
震
が

発
生
し
た
こ
と
も
心
配
さ
れ
る
要

因
に
な
っ
て
い
る
▼
「
南
海
ト
ラ

フ
」
と
は
、
駿
河
湾
を
基
点
と
し

て
御
前
崎
沖
か
ら
四
国
沖
・
九
州

東
方
沖
に
つ
な
が
る
４
千
メ
ー
ト

ル
級
の
溝
の
名
称
で
、
こ
の
溝
に

沿
っ
て
Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震

が
数
百
年
か
ら
２
百
年
ご
と
に
発

生
し
、
北
か
ら
東
海
地
震
、
東
南

海
地
震
、
南
海
地
震
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
政
府
も
こ
の
三
つ
が
連
動

し
た
場
合
は
２
０
１
１
年
の
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
超
え
る

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
を
想

定
し
て
対
策
を
進
め
て
い
る
。
１

９
０
０
年
代
に
東
南
海
・
南
海
地

震
が
発
生
し
て
い
る
が
、
東
海
地

震
が
発
生
し
て
い
な
い
た
め
、
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溜
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
る
▼
い
つ
く
る
か
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
巨
大
地
震
。
４
つ
の
プ
レ
ー

ト
が
交
差
す
る
日
本
は
世
界
で
も

有
数
な
地
震
多
発
国
。
改
め
て
原

発
再
稼
働
の
危
険
性
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
福
島
第
一
原
発

事
故
の
被
害
の
大
き
さ
、
深
刻
さ

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉２－２０－８ 染野ビル２Ｆ 電話 03（6421）5323

沖電気の職場を明るくする会 検索
クリックホームページ

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

日
本
は
世
界
か
ら
の
働

き
す
ぎ
と
い
う
批
判
を
受

け
、
１
９
８
７
年
に
労
働

時
間
１
８
０
０
時
間

を

国
際
的
に
公
約
し
て
か
ら

労
働
基
準
法
の
改
正
で
週
・

４
０
時
間
労
働
に
す
る
な

ど
し
た
が
、
長
時
間
労
働

は
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

過
労
死
（
過
労
自
殺
）

の
申
請
数
は
増
大
の
一
途

で
す
。
今
、
話
題
の
電
通
・

新
入
社
員
の
過
労
自
殺
は

氷
山
の
一
角
で
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
で
も
５
年
前
、

長
時
間
労
働
で
３
５
歳
の

男
性
が
過
労
自
殺
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
も
平
均
で

月
・
残
業
時
間
が
２
８
時

間
を
超
え
、
長
時
間
労
働

体
質
は
改
善
し
て
い
な
い
。

残
業
規
制
と
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
実
現
を

官
邸
主
導
で
「
働
き
方

改
革
実
現
会
議
」
が
議
論

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

①
先
進
国
最
悪
レ
ベ
ル
と

言
わ
れ
る
長
時
間
労
働
の

是
正
の
為
、
実
質
青
天
井

に
な
っ
て
い
る
残
業
規
制

を
は
っ
き
り
決
め
る
事
。

②
年
々
増
え
続
け
る
非
正

規
労
働
者
の
賃
金
を
同
一

労
働
・
同
一
賃
金
を
早
急

に
実
現
し
て
い
く
事
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
営
悪
化
を
理
由
の
人

員
削
減
は
許
さ
れ
な
い

中
間
決
算
で
１
６
年
４

～
９
月
期
の
連
結
決
算
は

最
終
損
益
が
１
３
５
億
２

８
０
０
万
円
の
赤
字
に
な

り
、
１
７
年
３
月
期
の
連

結
純
利
益
が
前
期
比
55
％

減
の
30
億
円
に
な
り
そ
う

だ
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。職

場
で
は
人
員
削
減
が

進
め
ら
れ
、
ま
す
ま
す
過

重
労
働
と
長
時
間
労
働
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
労
働
組

合
の
し
っ
か
り
し
た
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２３％が月・残業時間４０時間超

年・有給休暇取得日数

年間総労働時間比較

海
外
の
数
字
は
２
０
１
３
年
版
労

働
政
策
・
研
究
機
構
デ
ー
タ
。
日
本

平
均
は
「
毎
月
勤
労
統
計
」
。
電
機

連
合
は
１
４
年
分
連
合
資
料
。
沖
は

１
４
年
月
・
平
均
残
業
時
間
２
９
・

３
時
間
で
Ｏ
Ａ
Ｋ
試
算
。

花言葉：乙女の真心

ＯＫＩ

皇
帝
ダ
リ
ア
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生
か
さ
れ
て
い
る
の
か

５
年
前
の
震
災
の
教
訓

【
埼
玉
・
本
庄
】

避
難
訓
練
が
10
月
27
日
に

実
施
さ
れ
た
。
地
元
消
防
署

の
挨
拶
で
は
、
最
近
、
頻
繁

に
起
き
て
い
る
地
震
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
、
災
害
時
の
注

意
が
促
さ
れ
た
。
５
年
前
の

宮
城
沖
地
震
の
こ
と
が
思
い

起
こ
さ
れ
た
。
当
時
の
あ
す

な
ろ
２
０
１
１
年
４
月
号

ス
ポ
ッ
ト
記
事
を
掲
載
し
、

地
震
時
の
避
難
対
策
の
教
訓

を
生
か
す
こ
と
に
つ
な
げ
て

も
ら
い
た
い
。

『
２
０
１
１
年
３
月
11
日

午
後
２
時
26
分
、
い
つ
も
と

違
う
揺
れ
に
、
緊
張
感
が
走

る
。
身
を
隠
す
場
所
を
探

し
て
、
視
線
が
職
場
を
走

る
。
身
を
守
る
と
こ
ろ
は

な
い‼

そ
の
場
に
立
っ
た
ま

ま
様
子
を
見
る
し
か
な
か
っ

た
。
「
外
に
逃
げ
よ
う
」
さ

ら
に
揺
れ
る
。
た
ま
ら
ず

「
逃
げ
よ
う‼

」
の
声
に
周

り
の
人
が
駆
け
出
し
、
奥
の

ほ
う
か
ら
も
数
人
が
走
っ
て

逃
げ
て
く
る
。
「
崩
れ
る
か

と
思
っ
た
」
「
ま
だ
足
が
震

え
て
い
る
」
口
々
に
恐
怖
を

語
る
。
天
井
か
ら
は
金
属
の

落
下
物
も
あ
っ
た
。
幸
い
け

が
人
は
出
な
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
下
に
作
業
員
が
い
た
ら

と
思
う
と
ぞ
っ
と
す
る
・
・
・
・
・
』

従
業
員
手
作
り
製
の
た
ち

作
業
用
軽
パ
イ
プ
作
業
台
で

は
「
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
、
机

な
ど
の
下
に
身
を
隠
す
な
ど

安
全
を
確
保
す
る
」
の
初
期

避
難
は
不
可
能
で
す
。

工
場
全
体
の
職
場
環
境
の

再
点
検
と
改
善
が
必
要
で
す
。

絶
対
許
さ
れ
な
い
虐
待

【
埼
玉
・
蕨
地
区
】

過
労
状
態
で
パ
ワ
ハ
ラ
の

追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
新
人

社
員
が
自
死
に
追
い
込
ま
れ

た
電
通
の
事
件
の
怒
り
も
お

さ
ま
ら
な
い
中
、
さ
ら
に
許

せ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。

私
が
中
学
生
だ
っ
た
約
33

年
前
に
暴
力
的
指
導
で
死
者

も
出
て
大
問
題
と
な
っ
た
戸

塚
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
が
、
今

度
は
幼
児
向
け
の
コ
ー
ス
を

作
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
指
導
内
容
は
ひ
ど
い
暴

言
を
投
げ
な
が
ら
４
歳
程
の

幼
児
に
ビ
ン
タ
を
し
た
り
、

海
に
放
り
投
げ
た
り
す
る
な

ど
非
人
道
的
で
絶
対
に
許
せ

な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

以
前
の
事
件
で
服
役
し
た
校

長
は
体
罰
指
導
を
正
当
化
し

て
い
ま
す
。
幼
児
虐
待
な
ど

絶
対
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し

議
員
が
動
き
始
め
た
と
の
こ

と
で
あ
り
、
相
応
の
賠
償
お

よ
び
営
業
停
止
そ
れ
に
刑
事

処
分
が
下
さ
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

富
岡
ど
ん
と
ま
つ
り
に

職
場
か
ら
約
百
人
参
加

【
群
馬
・
富
岡
】

富
岡
「
ど
ん
と
ま
つ
り
」

が
、
10
月
15
日
～
16
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
二
年
に
１

回
開
か
れ
ま
す
。
山
車
21
台

と
踊
り
手
約
千
五
百
人
熱
気

あ
る
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

富
岡
工
場
か
ら
は
、
各
職
場

か
ら
約
百
人
が
踊
り
手
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
16
日
付

け
の
上
毛
新
聞
に
も
沖
電
気

の
隊
列
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

る
な
ど
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

大
き
な
力
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

休
日
の
祭
り
へ
の
参
加
は
、

会
社
の
宣
伝
効
果
が
あ
り
仕

事
の
延
長
の
よ
う
な
側
面
も

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
参

加
の
手
当
か
、
記
念
品
ぐ
ら

い
出
し
て
も
い
い
の
で
は
・
・
・
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

次
回
二
年
後
の
祭
り
で
は
、

ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

《 沖電気を考える 》 第１０２回 リストラ

（右目盛り

（億円）

（億円） 総
人
件
費
抑
制

売
り
上
げ
は
伸
び
な
く
て
も

利
益
を
上
げ
る

■００年からグループ全体（連結）で５千５００人の正社員を減

らし、有形固定資産（建物・工具・土地などの資産）は売却（リ

ストラにも充当）などで１千億超減りました。内部留保金（資本・

利益剰余金など）の蓄えは、０９年と比べて約８００億円増加。

（右目盛り

７
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙

で
安
倍
首
相
は
憲
法
は
争
点
で
は

な
い
と
言
っ
て
一
言
も
触
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
選
挙
の
結
果
、
自

公
と
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
超

え
る
と
、
９
月
の
臨
時
国
会
の
所

信
報
告
の
な
か
で
自
民
党
の
憲
法

草
案
を
下
敷
き
に
し
て
憲
法
審
議

会
で
憲
法
改
定
を
審
議
す
る
と
言

い
出
し
た
。

現
行
憲
法
は
第
二
次
世
界
大
戦

で
日
本
の
侵
略
に
よ
り
２
０
０
０

万
人
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
悲

惨
な
体
験
を
ふ
ま
え
て
、
戦
後
二

度
と
戦
争
を
し
な
い
こ
と
を
世
界

の
人
々
に
誓
い
制
定
さ
れ
戦
後
七

〇
年
余
、
世
界
で
も
ま
れ
な
戦
争

を
し
な
い
国
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
憲
法
の
原
則
は

一
、
国
民
主
権
（
主
権
は
国
民
に

あ
る
）

一
、
平
和
主
義
（
戦
争
放
棄
）

一
、
基
本
的
人
権
の
尊
重

の
三
点
で
あ
り
、
国
民
が
自
由
で

幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
政
府
へ
の

「
命
令
書
」
で
あ
り
、
国
家
が
暴

走
し
な
い
よ
う
権
力
を
縛
る
も
の

で
す
。
（
立
憲
主
義
）

安
倍
内
閣
が
憲
法
審
議
会
で
下

敷
き
に
す
る
自
民
党
の
憲
法
草
案

は
こ
の
現
行
憲
法
の
原
則
を
一
八

〇
度
変
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
、
国
民
主
権
の
縮
小

一
、
戦
争
放
棄
の
放
棄

一
、
基
本
的
人
権
の
制
限

権
力
を
縛
る
も
の
か
ら
国
民
が

守
る
も
の
（
立
憲
主
義
の
否
定
）

へ
の
変
更

自
民
党
憲
法
草
案
は
現
行
憲
法

を
変
え
る
理
由
と
し
て
、

○
現
行
憲
法
は
日
本
が
敗
戦
国
の

時
の
も
の

○
今
の
憲
法
で
は
、
内
外
の
変
化

に
対
応
で
き
な
い

○
今
の
憲
法
は
日
本
ら
し
さ
が
な

い○
時
代
に
合
っ
た
修
理
が
必
要

と
し
て
憲
法
を
変
え
よ
う
と
提
起

し
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
憲
法
の
各
条
文
を
比

較
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

憲
法
が
危
な
い
！

自
民
党
憲
法
草
案
か
ら
見
え
る
も
の

ＮＯ1


